




第 18 回 富山大学看護学会学術集会 

学術集会長  安田 智美  富山大学大学院医学薬学研究部医学成人看護学 講座
開催日    2017 年 11 月 25 日（土）
会場     富山大学杉谷キャンパス 講義実習棟１階 大講義室

学術集会日程
開会挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13：00～13：05 
特別講演 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13：10～14：40 
休  憩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14：40～14：50 











2. 一般演題の口演者の方へ        
 演題受付は会場入口で 12 時 30 分から開始します。プレゼンテーションファイルを受付にご提出
いただき、12 時 50 分までに会場 PC にて試写をしてください。できるだけ早めに受付及び試写をお
願い致します。 




















◆開  場（  12：30  ）  
 
 
◆総  会（  12：30～13：00  ）                            場 所   101 教室 
 
 




◆特別講演（ 13：10～14：40 ）                          座長    八塚 美樹 

看護のためのポジティブ・マネジメント
講師 手島 恵 先生




◆休  憩 （  14：40～14：50  ） 
 
 
◆一般演題 （ 14：50～15：40 ）                 座長  西谷 美幸 
 
1. ベイズ推定を用いた血圧測定における精度評価の試み 













3. 温熱手袋での加温が前頭葉脳血行動態に及ぼす影響  
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THE FUTURE OF EMPLOYMENT HOW SUSCEPTIBLE ARE JOBS TO 













Nursing at the forefront transforming care




































ＷＨＯ people-centered health services 






㻌 㻌 㻌 㻌 いところに届く 
方略目標１
人をエンパワーしかかわる 
保健医療2035㻌 提言書㻌 厚生労働省2016 
年、日本は健康先進国へ
2035 年に向けた３つのビジョン  
（１）「リーン・ヘルスケア 〜保健医療の価値を高める〜」  
（２）「ライフ・デザイン 〜主体的選択を社会で支える〜」  
（３）「グローバル・ヘルス・リーダー 〜日本が世界の保健医療を牽引する〜」  
2035 年のビジョンを実現するためのアクション 
（１）「リーン・ヘルスケア 〜保健医療の価値を高める〜」  
㻌 ⅰ）より良い医療をより安く享受できる  
㻌 ⅱ）地域主体の保健医療に再編する  
（２）「ライフ・デザイン 〜主体的選択を社会で支える〜」  
㻌 ⅰ）自らが受けるサービスを主体的に選択できる  













Valute Driven Management 
  価値基盤型管理 
 
●㻌 Value Based Education 
 




































































                      肯定的、積極的、前向き、楽観的
凹 negative

























































































組織の㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 組織の
一体感㻌 㻌 拡張形成㻌 㻌 関㻌 係





























Vacharkulksemsuk T, Sekerka LE, 
Fredrikson BL. Establishing a Positive 
Emotional Climate to Create 21st-Century 
Organizational Change. In: Askansy NM, 
Wilderom CPM, Peterson MF, eds. The 
Handbook of Organizational Culture and 
Climate. 2nd ed. ed. Thousand Oaks, C: 














使い捨て㻌 変化 成長㻌 学習 
敵意と対立 丁寧なふるまい㻌 礼節 
Ulrich D, Ulrich W:The why of work:How Great Leaders Build Abundant Organizations That  Win, The 




























































































測定者が 3 人の被測定者について全ての組み合わせ計 9 回の測定を行う 3×3 方式と、3 人が互いに測定
者、被測定者となる全ての組み合わせ計 6 回の測定を行う 3 角方式の、2 通りとした。血圧測定は、高血
圧治療ガイドラインの診察室血圧測定法に準じ、水銀血圧計を用いた聴診法を行った。分析には、RStudio





 3×3 方式と 3 角方式の血圧測定値に対し MCMC 法を行った。Rhat は 1.01 以下で、十分な MCMC サ
ンプル数であり、収束していることが確かめられた。3 人の被測定者の真の血圧が信頼区間とともに推定
でき、3 角方式の信頼区間は 3×3 方式と同等であった。複数の測定者、被測定者の組み合わせから、他
の基準を要せず、ベイズ推定により真の血圧が得られることが分かった。 
 3 人の測定者のばらつきは概ね数 mmHg であった。応用として看護師の技術の評価が考えられるが、



















し，実習前と後における傾倒 TCS モデルの差異を検討する。 
【方法】 
実習中の学生 81 名が使用した傾倒尺度と TCS 測定尺度の回答用紙を調査対象とした。傾倒尺度は「患










めた。実習前と後のモデル適合度は概ね良好であった（AGFI=0.90 と 0.88，CFI=1.00 と 0.98，
RMSEA=0.03 と 0.07）。①実習前と後に共通して認められた相関係数は「共感↔傾聴：0.47 と 0.43」で
あった。②実習前と後に共通して認められた因果係数は「共感→非言語的スキル：0.24 と 0.36」「傾聴→
心理的スキル：0.41 と 0.35」「傾聴→交差的スキル：0.60 と 0.43」「傾聴→神気的スキル：0.34 と 0.50」，
実習前のみに認められた因果係数は「共感→交差的スキル：−0.24」であった。③実習前と後に共通して
認められた誤差間相関係数は「心理的スキル↔交差的スキル：0.55 と 0.36」「心理的スキル↔神気的スキ
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医学中央雑誌 Web 版を用い、原著論文に限定し、2017 年 10 月までの全年検索を行い、新生児への人
工乳追加の要因とその基準が記載されている本邦論文 32 件を対象論文として文献レビューを行った。 
【結果】  
新生児への人工乳追加の要因は『児側の要因』『母親側の要因』『その他の要因』に分類された（表）。































母親側の要因 23 件 
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母親側の要因 23 件 













当院は病床数 612 床、特定機能病院である。看護師長は 27 名で、看護師長経験 5 年未満 13 名、5 年か

























3）平成 28 年度看護の質の評価の過程評価において 6 項目中 5 項目において 2.2～5％上昇した。 
【考察】 
エンパワーメントの会による意図的な対話の場づくりにより、看護管理者としてポジティブな思考を聞
き影響を受けたと考える。また、報告会の開催は、看護師長の主体的なアクションを引き出すことができ、
これを契機に自己の成長を目指す意識の変容を認めた。看護師長の承認行動の変容も「看護の質の評価」
過程評価の結果が改善したことに寄与していると考える。 
